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１． 開会【企画財政次長による開会】

定刻になりましたので、ただいまより平成23年度からの次期総合計画に関わります地域別懇
談会を開催させていただきます。座間市において現在、第三次総合計画の計画期間内であり第

三次の総合計画につきましては平成 3年に策定されまして、平成 22年度をもちまして期間が
終了と、こういう状況でございます。従いまして、平成 23 年度からの次期総合計画について
皆様方からご意見頂戴し、いわゆる今後の座間市のあるべき姿というものにつきまして忌憚な

いご意見をいただきたいとこのように思います。また本日はあわせまして次期総合計画に密接

に関連します都市マスタープランというものがございます。これについてもご意見等をいただ

きたいと考えております。意見交換の後、座間市長より総括的なまとめをさせていただきたい

と思います。また、本日いただきましたご意見につきましては、充分に精査・検討させていた

だき、計画に反映させ計画案がまとまり次第、第２回地域別懇談会を開催させていただく予定

です。その中で具体的な内容につきましてご報告もうしあげ再度ご意見等をいただく予定です。

よろしくお願いいたします。それでは座間市長であります遠藤市長からご挨拶申し上げます。

２． あいさつ【市長によるあいさつ】

皆さんこんばんは。本当にこのお忙しい時間、夕食の時間帯にもかかわらず大勢の皆さんに

ご参加いただきましてまずもって深く御礼を申し上げたいと存じます。ただいま開会のご挨拶

のなかでもご紹介ありましたが、わたしども座間市においては現在、第三次総合計画の計画期

間内であるわけでございますが、平成 23年の 4月から次期の総合計画、これを策定したうえ
でその計画にしたがって今後市政について計画的な推進をしていく、こういう時期にきており

ます。第三次の計画については、平成の 3年にスタートして前期 10年・後期 10年全体で 20
年の計画となっておったわけですが、今回の時期総合計画につきましては計画期間をむこう 10
年と期間を区切って計画策定させていただきたいと存じております。それは、私が申すまでも

なく本当に変化の激しい時代になっておる、そうした世相になっておるわけでございます。と

りわけ私ども日本では少子高齢化社会、この高齢化の進行も急ピッチで進んでおるわけでござ

いまして、この人口減少については、人的要因を除き歴史上かつて経験したことのない事態、

そうした課題を国全体で抱えていくなかで、私ども基礎自治体、市町村、市民生活に密着した

立場でどのような施策をとっていくべきなのか、また安心安全そして末永くここで本当に暮ら

してよかったと思えるまちにするために何が必要なのかということについて、どんどんこれは

やはり考えをめぐらせてこの計画を策定していかなければならない、このように思うわけでご

ざいます。今後の社会情勢について正直予測が出来る人はいないというふうに思います。現在

取り組んでいる私ども座間市の第三次総合計画、これについては平成3年からということで歩
んできておるわけでございますけれども、平成3年という頃をぜひ皆さんにも思い出していた
だきたいと思うわけでございますけれども、ちょうどバブル経済が終焉を迎えて、坂道をごろ

っと下り始めた頃だったというふうに私は記憶しております。それから以後失われた 10 年と
言われた日本経済のバブルの低迷期、これが私ども座間市にとっては第三次総合計画の前期計
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画にあたる期間であったわけでございますし、その後の 2001 年から以降これが後期計画の該
当期間であったわけでございます。日本経済がちょうどその谷間に向かうそうした時期にその

前のバブルのそれこそピークからちょうど盛りの頃にあまれた計画が第三次総合計画、それに

従って私ども座間市の都市基盤整備というのが特に前半の 10 年間で進められ、この間のやは
り経済危機こうしたものを踏まえた中で、後半の 10 年間というのがその前半期に進めさせて
いただいたハードウェアの整備、都市基盤整備の部分でできた市債、これを丹念に償還をしな

がら市民の生活を守る、こうしたこれまでの取り組みであったんではないかというふうに私自

身は次期総合計画の策定にあたって総括をさせていただいております。その 20 年前に誰が今
日のこの事態を想像したでしょうか。また、前期が終了し後期の 10 年間を考えるときに、こ
うした状態になることを誰が想像したでしょうか。この間にそれこそ携帯電話の普及があり、

私ども子供の頃、まさかこんな時代がくるとは思ってもいなかったような状況になり、エネル

ギー危機というものが目前に迫る中、温暖化とういものがあり、どうも電気自動車というもの

も今後10年のスパンで考えますとおそらく10年後には相当普及しているんじゃないかといっ
たような社会、そしてシステムの変化があろうかと思います。こうした状況というものをやは

りしっかり踏まえながら、今回の次期総合計画については、それらに対して柔軟に対応出来る

ようにということで、計画全体を 5年間で見直しをし、事業計画については 2年にいっぺん見
直しをしていく、その時代にきちんとマッチしたかたちでこれを考えていく。見直しをすると

いうことを私は盛り込ませていただいております。ましてこの厳しい経済情勢、地方公共団体

の財政状況というものもご存知のとおり本当に厳しい状況になっております。その厳しい財政

の中で必要なものについて有効に活用して、本当に市民のためになるような行政のあり方、そ

のためにはやはり市民皆さんのお声、そして何が必要なのかということについての率直なお考

えというものを、やはり常に耳をすませて、傾けてお伺いしていかなければいけない、このよ

うに思うわけでございます。これまでこの計画についての策定取り組みの中で、先月からでご

ざいますけれども、まず各種団体別の懇談会という、地域で活動されております団体の代表者

様と分野別に 3日間行なわせていただきました。そしてまちづくりフォーラムということで先
般サニープレイス座間の多目的室にて、やはり同じような意見集約の場をもたせていただいた

わけでございますけれども、色んな角度から色んなお立場から示唆に富んだご意見を沢山頂戴

をしております。まずは私ども行政の立場で考えておるんでございますけれども、実際にその

行政のサービスを受けられている皆さんにとって、そしてこれから座間を共に作っていってい

ただくという皆さんにとって今後こうあるべきだということについて、率直な意見をまず伺っ

ておきたい。そのために今回市内6地区に分けて懇談会を開催させていただき、色々な多様な
ご意見また地域ごとに違ったお考えもあるかと思います。そうしたものを集約をさせていただ

いて、それをまた咀嚼をさせていただき、計画の中にテーマの中に盛り込んでいく。さらにそ

れをまたご提示してご意見を伺っていく、こうしたプロセスを重ねていく中で、計画を形成し

ていきたいというふうに思っておるわけでございます。そうしたことから今日これからまず私

どものほうで今取り組んでいることについての概要の説明をさせていただき、その後はどうか

皆さんのほうから忌憚のないご意見をここで出していただいて、それを受け止めさせていただ
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く、それを今後に向けての取り組みの私どもの糧にさせていただく、そうした場に今日はさせ

ていただきたいというふうに思うわけでございます。これから先やはり、地域の中で希薄化し

たといわれるコミュニティこれについてもやはりきちんと見直しをしながら、ともに手を携え

て助け合いながら、そして信頼しあいながら生きていくそしてこのまちに住み続けていく、こ

うしたやはり基本的な原点にかえった取り組みというのがまさしく必要になろうかと思います。

そうしてはじめて今回の総合計画策定についての取り組みというのも、まさに市民協働という

言葉、私は難しい言葉あまり使いたくないんですけれども、やはりともに考えともに歩んでい

ただくということのひとつとしてぜひ受け止めていただき、今日のこの会合お願いしたいと思

います。時間の関係もございますのであまり長いこともいけないと思いますので、このあたり

で失礼いたしますけれどもどうか忌憚のないご意見よろしくお願いいたしたいと思います。

３． 趣旨説明

(1) 趣旨説明及び総合計画位置づけ等説明

総合計画の位置づけ、第三次次総合計画と（仮称）第四次総合計画との違いなど、政策課長

が説明。

ありがとうございました。それではさっそくですけども次の議題のほうに入ってまいりたい

と思います。まずこれから皆さんのほうに今回の総合計画の関係につきまして、趣旨説明をま

ずご理解をしていただいて、その後忌憚のないご意見をいただきたいということで私共事務局

のほうから趣旨説明につきましてご説明申し上げたいと思いますのでしばらく拝聴いただきた

いと思います。よろしくお願いします。

政策課長の山本と申します。よろしくお願いします。本日お忙しい中お越しいただきまして

あらためてお礼申し上げます。私のほうから趣旨説明それから今までの取り組み経緯について

ご説明させていただきますが、それに先立ちまして資料の確認をさせていただきたいと思いま

す。まず総合計画の策定の趣旨と枠組みという資料でございます。それから画面を印刷したも

の、「都市マスタープラン」とはという 1 枚の資料、それからニュースレター1 号から 2 号 3
号と、全部で 3部ございます。過不足ございませんでしょうか。なければ趣旨説明を始めさせ
ていただきたいと思います。総合計画でございますが、地方自治法という法律で策定すること

が義務付けられているところでございます。本市では昭和 47 年に座間市総合計画を策定して
おり、2番目の総合計画としまして 55年から平成2年までの間、座間市新総合計画を作成して
おります、そして今現在計画期間中であります第三次総合計画を平成 3 年に定めまして、22
年までの計画となっております。その第三次総合計画も残すところあと 1年半というなかで新
しい総合計画を策定していくということでございます。新しい総合計画策定にあたりましては

市民の皆様方からご意見等を十分にお伺いしたなかでそれらを計画に反映することで総合計画

が市民の皆さんと共有する目的として定め、1 人でも多くの市民の方々がこの座間に住んでよ
かったと思えるような計画にしたいという考えでおります。今までの取り組みについて簡単に

ご説明させていただきたいと思います。本年3月には小学生児童を対象に私の座間というテー
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マで絵画コンクールを実施させていただきました。500を超える応募がありましてそれぞれふ
るさと座間を想う気持ちに溢れる作品ばかりでございました。また同月には次期総合計画をど

のような方針のもとに作成するのかを明らかにする策定方針を策定させていただきました。4
月 18 日には次期総合計画策定のキックオフとして、まちづくりシンポジウムを開催させてい
ただきまして、125名の市民の皆さんの参加をいただいております。それから 8月 20日には
座間こども議会を開催させていただきました。座間の未来に向けたまちづくりについて子ども

の視点から提言や質問をいただきまして、児童生徒が今後の目標として座間こども議会宣言と

いうものを採択し、発表を行いました。また8月から9月につきましては皆様のお手元にも届
いているかと思います、葉書のようなかたちで、あなたが思い描く 12 年後の座間というよう
なテーマで皆様から一言メッセージを募集いたしております。現在のところおよそ 2000 件の
ご意見等をいただいている状況でございます。そして 9月の 28、29、30日の間、各種団体懇
談会を開催させていただきました。健康福祉、生活環境、産業労働、それから教育文化という

ような分野別に、開催させていただいております。それから 10月 4日には、まちづくりフォ
ーラムをサニープレイスの方で開催させていただいております。これにつきましては、65名の
市民の方に、ご参加いただきました。それから本日も含めまして 14日から 22日までの間、6
箇所の会場に分けて地域別懇談会を開催させていただいております。これにつきましては、冒

頭お話ありましたように、第 1回目として開催させていただくもので、2回目としましては、
来年、案がまとまったような段階で、また皆様方からご意見等を頂きたい、そのように考えて

おります。また、10月 30日から11月 12日にかけましては市民まちづくり討議会というもの
を開催予定でございます。これはなかなかご発言機会がない方や市政に関わりがない方々の意

見をいただきたいということでございまして、2000人の方に無作為でご案内をさしあげて、参
加いただける方にご意見を頂戴しようとする新しい試みでございます。市民の方々に関係する

ことについては以上でございますが、いずれも市のホームページ等で詳細を掲載しております

のでご覧になっていただければと思います。また本日お配りした次期総合計画のニュースレタ

ーにつきましても、これもホームページ等でご紹介さしあげております。また自治会からも回

覧をさせていただいておりますのでご覧になっていらっしゃる方もいらっしゃるかと思います。

今後も広報座間やニュースレターなどで総合計画策定にあたっての進捗についてその都度お知

らせしていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。それでは本日配布さしあげまし

た資料についてのご説明に移らせていただきたいと思います。まず1ページ目の策定の趣旨で
ございます。これにつきましては、総合計画の定義と経済環境など市を取り巻く環境の変化な

どに対応する計画をしなければならない、それには何が必要かというようなことを記載してい

ます。平成4年にはバブル経済の終焉を迎えた、その後 10年については失われた 10年と言わ
れているということでございます。平成 12 年には地方分権一括法というようなことで分権の
礎となる法律が制定されております。それから平成 17 年には日本の総人口の減少が、少子高
齢化社会の到来、三位一体の改革による財政の硬直化、これは直接座間市には関係ございませ

んが平成の大合併ということで平成11年 3月現在では3232自治体が、来年3月には1753自
治体になろうかというような変化がございます。資料には記載してございませんがその他にも
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平成12年には介護保険法、平成20年には後期高齢者医療制度が導入されました。本市の特徴・
特別なものとして平成7年には自動車関係企業の閉鎖：生産レーンの閉鎖というような大きな
出来事がございました。そう状況にも適確に対応した即応性の高い計画を策定しなければなら

ないということを記載しております。次に計画構成期間でございますけれども、このような策

定趣旨を踏まえて、次期総合計画の計画構成期間などを記載してございます。現在の第三次総

合計画は 20年間でしたが、次期計画ではこれを 10年間とする、これは先ほどの時代の変化を
踏まえるための変更でございます。また現在の第三次総合計画では基本構想と基本計画、実施

計画という三層の計画でございました。次期総合計画ではわかりやすくするために基本構想と

実施計画という 2層にいたします。なお、実施計画は４年間で２年ごとに見直していくという
ような考えでおります。また新しい取り組みとして、より具体的に重点的に取り組む計画とし

まして戦略プロジェクトを策定し、より目的や成果を明確にして検証できるような戦略プロジ

ェクトを導入しようと考えております。次に 2ページでございますが、座間市の人口、現在ま
での推移を示してございますが、市内人口につきましては、平成 47 年までの推計人口を記載
してございます。現在微増を続けている状況でございますけれどもまもなくそれも終焉し、人

口が減少していくだろうと世帯数については横ばいですが。年齢別の将来推移でございますが、

座間市において平成 18 年には老年人口と年少人口の逆転現象が起っております。高齢化率が
人口の 21％を超えると超高齢化社会と言われております、座間は 25年にはその超高齢化社会
に入っていく、そういう推計をさせていただいております。こう見ますと高齢化が進んでいく

ということは明白であろうかと思いますが、ここでちょっと座間市の特色といたしましてお話

させていただくと国勢調査ベースで、783都市中、生産年齢人口というのが、27番目というこ
とで全国でみれば多い状態にあります。老年人口についても下から数えて 45 番目、若い都市
という特性をもっているということになります。3 ページ目の土地利用につきましては、地域
の 17.58㎢のうち市街化区域が 71.3％を占め、県央地域では大和市に次いで2番目に市街化区
域率が高い。そして住宅・商業・業務用用地が増加しており、工業・農業用地が減少している

とそういった現況を記載してございます。次の 4ページから5ページにつきましては、分野別
の特性と課題を記載してございます。①としまして健康・福祉分野、②としまして市民参画・

コミュニティ、③としまして教育・生涯学習・スポーツ、④としまして都市基盤整備、⑤とし

まして環境・廃棄物、⑥としまして産業、⑦としまして行政経営、以上の分野の特性と課題を

記載してございます。内容につきましては記載の通りですので省略させていただきます。次の

6 ページ目でございますが、ここでは社会潮流を記載してございます。これにつきましては人
口減少社会、高齢化社会の進展、地方分権から地域主権社会へ、ソーシャルマネジメントの時

代へ、低炭素社会の具体化、情報化の進展、社会と経済・雇用構造の変化、グローバル化とフ

ラット化の進展、安心・安全の確保、教育環境の変化と教育改革、そのような社会潮流をまと

めてございます。最後に 7ページでございますけれども、実効性のある計画に向けてとして 3
段目に記載してございますけれども、市民の皆様が共通して目指すことが出来る将来都市像や

市民生活像を明らかにし、市役所と市民との役割分担を明らかにする計画として策定すると記

載してございます。最後にこのページ 1枚でございますが、ここに示させていただいておりま
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す。1 としまして、健康への取組み 安心 健やかなまち、2 番目としまして、自立 ぬくも

り 支えあうまち、3番目としまして、共に考え 共に歩む 安心のまち、4番目としまして、
豊かな心 明日への希望 育みあうまち、5 番目としまして、安全 憩い 快適なまち、6 番
目としまして、おいしい水 安全な水 衛生的なまち、7 番目としまして、環境との調和 暮

らしの活力 持続可能なまち、8 番目としまして、未来志向 的確な判断 確かな希望をいだ

ける経営、9 番目としまして、市民基点 柔軟な発想と行動 信頼される市役所というものを

将来都市像の案として掲げさせていただいております。今後この将来都市像を市民との皆さん

のご意見等を伺いながらまとめ、さらにこの将来都市像を実現するための市民生活像はどうあ

るべきでどのように実現していくかということを今後明らかにしていきたいと考えております。

以上で私の説明を終わりにしたいと思います。

(2) 都市計画マスタープラン趣旨説明

都市計画マスタープランの位置づけ、改定の目的など、都市計画課長が説明。

つづきまして総合計画と非常に密接に関係してございます都市計画マスタープランの関係に

つきまして都市計画課長のほうからご説明さしあげます。

はじめまして都市計画課長の森田です。どうぞよろしくお願いいたします。本日はご多忙の

ところご出席いただきましてあらためてお礼申し上げます。それでは私のほうから都市マスタ

ープランについて趣旨説明をさせていただきます。それでは私のほうから法律的な位置づけも

含めこちらのお手元に配布させていただきました都市マスタープランとは、という資料に基づ

きましてご説明させていただきたいと思います。それでは 1 点目の都市マスタープランとは、
からご説明させていただきたいと思います。各市町村が作成します都市マスタープランは市町

村の都市計画に関する基本的な方針として都市計画法第 18条の 2に定められている法的な計
画になっています。都市計画の内容としましてはここに書いてありますとおり、土地利用の規

制誘導、道路や公園等の整備、自然環境の保全などまちづくりをするうえでの基本的な計画と

なります。計画の策定にあたりましては総合計画と則することが定められており、また市民等

の意見を反映させることも併せて求められております。座間市都市マスタープランを概念図で

示しますとこのような図となります。国・県の計画、市の計画これらを受けて座間市都市マス

タープランを作成します。これに伴いまして都市計画の分野別計画、具体的な都市計画として

の決定事項が都市マスタープランによって定められます。次に 2点目としまして座間市都市マ
スタープラン改定の目的としましては、現在マスタープランは、平成 13 年に策定させていた
だきまして約 8年が経過しております。この間都市計画法の改正や景観法の制定、総合計画の
説明のなかでも触れられておりました少子高齢化の進展や経済情勢、激変する社会潮流等この

ような背景を踏まえ現計画を検証し、検証した上で時代に即した計画とするための改定となり

ます。なお、計画の策定に当りましては、関連計画との整合に充分配慮して行ってまいります。

3点目の次期計画の計画期間ですが目標年次としましては、総合計画と同じ平成32年度を予定
しております。4 点目の座間市都市マスタープランの構成としましては市内全域を対象とした
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全体構想と市民に身近な地域を対象とした地域別構想、及びこれらを実現するための、実現化

方策を定めさせていただきたいと思います。全体構想としましては将来目標、都市像の設定を

させていただき都市づくりの方針を定めさせていただきます。地域別構想としましてはおのお

の地域の都市づくりの方針を定めさせていただきたいと思っております。これらの構想を踏ま

えまして実現化方策として都市マスタープランを推進するための方策を定めさせていただきま

す。なお、都市マスタープランは総合計画と密接に関係しておりますので次期総合計画と連携

をとりながら進めさせていただきたいと思います。以上が都市マスタープラン改定の趣旨説明

となりますが、いずれにしましても各種団体との懇談会や今後予定されております各種市民参

加の過程で幅広い市民の皆様からのご意見等をお聞かせいただき、都市マスタープランへ反映

させていただきたいと考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います。以上で私の説明

は終わります。ありがとうございました。

４． 意見交換

【市役所】

それでは意見交換に入りたいと思います。意見交換につきましては、限られた時間でありま

すので懇談会が効率良く円滑に進むために、総合計画策定に経験がありノウハウを持つ今回来

ておりますパシフィックコンサルタンツの進行支援をお願いしておりますのでご了承願いたい

というふうに思っております。それではよろしくお願いいたします。

【コンサルタント】

よろしくお願いいたします。先程ご紹介いただきましたように今回皆さんが、あと市の職員

の皆さんが計画を策定するための側面的な支援として、特に今日はですけど、皆さん多くの方

が色んな方がご参加されておりますのでより多く発言いただけるようにコーディネイトといい

ますか、司会役をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。ですので、今

日私がこれで何かまとめるとかそういうようなことは一切ございませんので、よろしくお願い

いたします。

さて、今市のほうからご説明ありましたが、総合計画の策定の趣旨と枠組みの最後のところ

に将来のまちのテーマ、将来都市像や市民の生活像というところで、将来こんなまちになって

いたらいいんじゃないかと漠然とはしておりますが、そういうことを今考えていて、それにつ

いて皆さんからご意見を頂きたい、実際それをどうやっていったらいいか、実際の現実とこう

なっているんじゃないかというあたりを含めて、ざっくばらんにご意見をいただくという会で

ございますので、よろしくお願いいたします。それではまず最初にどうぞお願いいたします。

今マイク参りますので議事録のためにもご協力願います。

【参加者】

ひばりが丘の○○です。都市計画図最新のを出していただけますか。
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【コンサルタント】

ご質問の点をまずしていただいたほうがいいと思いますが、それでは内容的にどういった趣

旨であるかだけ一言言っていただけると。まず、都市計画図はありますけども、皆さんにはこ

のままでは見えないんですが、どうしましょうか。ここはこうなってるからどうだろうかとか、

ここはこうしてほしいっていうのがあれば、せっかくですからざっくばらんに言っていただい

たほうがいいと思いますけどいかがでしょう。

【参加者】

図面に線を引くのは簡単なんですが、住民の皆さんもたくさんいますんで、図面に線を引く

だけで本当に道路っていうのは出来ないと思うので、その点を例えば相模が丘から大和斎場ま

での道路とか、その辺を言いたいんですが。

【コンサルタント】

もう少しいただけますか。こうしてほしいというのがあったほうが多分どうするかよりも一

応、計画上はこうなっていて、色々考えているというところだと思うんですが、何かご意見が

あればもう一言お願いしたほうがいいと思いますが、いかがでしょうか。関連であれば、せっ

かくですから同じような感じでお願いします。

【参加者】

私○○と申します。コンサルタントの人にということでそういうのが果たして本当にピンと

わかってくれるどうかわからないんですが、いわゆる地域格差、1971年に座間市が市制になり
ましたよね。それから 38年経ってるわけです。今、遠藤市長が 4代目というところがあるん
ですが、それよりも鹿野さんとか本多さんがこの中で半世紀を迎えたと。星野さんが市長とな

ったという中で、第四次総合計画という中で市議会の地域性、いわゆる官の人たちが役員かた

ぎの話やろうという自分が住んでるなか、先般、教育長があの席で自分の住んでいるところの

住民の挨拶を聞いて、非常に良かったというそういったコメントがあったんだけど、そういう

皆さん方が実際に座間に住んで住民間のしてるサービスですね、例えば先般、コミュニティー

バスの路線計画変更とかありましたよね、だけど例えばさがみ野駅、それから座間駅のこの度

南口側の道路整備が非常に狭くてこれから色々あると思うんですが、今、座間全体の公共下水

工事としては例えば他の方は知りませんけども、ひばりが丘に関して言えばほぼ公共下水工事

等に関しましてはほぼ出来上がったと思うんです。これも、ひばりが丘を背負った、ある 1人
の議員さんが有名だと思いますけど。それともう 1 つは道路整備もされてきたと思うんです。
それを踏まえて駅周辺の住民の利便性以外にそれから遠く離れた地域、例えばさがみ野駅の周

辺はいいでしょう、だけど西側の遠くの人たちはどうするんだというときに、総合計画の生活

の場としての地域社会をする際に、やはりそういう地域格差をなくしてですね、平等に地域が

利便性を持った生活が営めるような、強いていえば座間のこの 10 年間の指針の中に座間とし
ての座標をどういう座標を持ってやっていくかということ、それをひとつお聞きしたい。
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最後にもう 1つはですね、これ以上申し上げましたけどもうひとつは、今市長も言われまし
たように現在75歳以上の高齢者、座間は市制1971年頃は 6万から6万 2千の人口が今 12万
8千 555人ですか、約 2倍になっている、だけども、現状からいくと 75歳以上の人が占める
人口の 2万 5千人近く、75歳以上の人一区切りで。これは全く政策課長の話しですと、65歳
の人が増えている感じです。そして今の高齢者というのは非常に元気です。知恵もあります。

経験もあります。非常に健康です。皆さんご存知と思いますが、今年の 5月にゲートボール大
会がありました。全国大会。その際にひばりが丘が 1チームが県代表として徳島のほうに行っ
て、2 回戦で負けましたけでも、全国大会で行きました。現状は私が掴んでいる中では約 100
名以上のゲートボールをやっている、高齢者という言葉が非常に嫌いなんですが、我々から言

いますと先輩者がいらっしゃいます。その方たちは非常に元気です。もともとゲートボールっ

ていうのは北海道で生まれたっていうものですけど。そういった中に現状はそういう運動公園

が無いということですね。これは色々議員の方々とかしっかり言ってると思うんですが、例え

ば南林間から市役所行く途中の赤い橋がありますが、その左側に右か斜めか知りませんが、そ

こを整備することによってかにが沢公園で散歩コースで、そこを運動公園として整備してもら

って運動公園の中に 2レーンでも3レーンでもいいですからゲートボールが出来るスペースを
考えていただければありがたいなと。実際に、先ほど言いました全国大会に出席した座間のゲ

ートボールの会長のコメントによりますと、海老名とか他のとこから招待をしたり色々やった

と、芹沢公園かな、地面がコンクリートというふうなのがあって、そういった面を含めてちょ

っと考えていただければありがたいかなと思ってます。

【コンサルタント】

ありがとうございます。今ひとつ駅から遠い地区の将来についてのあり方、方向性について

ご意見、考えをほしいということと、具体的な、もう1つは運動公園のようなもの、ゲートボ
ール場のコート、将来の今後の話にもなりますので、最後にこういうことについての方向性な

ど市のほうからいただくとしまして、せっかくですので時間も限られてます。皆さんから多く

いただきたいと思います。話のルールとしまして、皆さん多くのご意見お持ちだと思いますの

で 1つ、2つ、3つ、4つある方、まず最初主な点 2つぐらいを簡潔にお話しいただいて、一
回りしてまだお時間がありましたら残りをいただくと、そんなかたちでお願いしたいと思いま

す。それでは後ろから 3番目、今手挙げていただいた方お願いします。

【参加者】

前のほうにお偉い方が沢山いますので、ちょっとご質問したいと思います。ＩＳＯの 14001
というのはご存知の方は手を挙げて下さい。そちらに言ってるんです。知らんですか。市長Ｉ

ＳＯ14001ってなんですか。

【市役所】

環境に対しての、座間市のほうでですね、認証いただいている環境に対しての取り組みです。
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【参加者】

これは継続して維持していくということですか。

【市役所】

はい。

【参加者】

それではもう 1つ 1900か 2000がありますよね。

【コンサルタント】

すみません、趣旨としてはどういうご要望があるのか

【参加者】

ＩＳＯ連続してるんです。

【コンサルタント】

多分ですね、参加の皆さんも何を聞きたいのかという

【参加者】

参加してる人はわかりませんよ。ただ市役所の人はわかるはずです。

【コンサルタント】

最後ですね、何をお聞きしたいか最後のところをまずちょっとお伺いして、お願いします。

【参加者】

1900と 2000というのは、お客さんに対する品質なんですよね。対応なんですね。これをし
っかりやられておりますかということなんです。これは、古くなってます。14001に遅れをと
ってます。早く行ってますけど、こっちのほうが大切なんですよね。今横浜市ではやはりＩＳ

Ｏというのはスイスで本部がありまして、非常にニーズによって審査料がかかるんで、横浜市

としては廃止してます。これが私どもの企業でもやはり相当な費用がかかるんで、もう何年か

やってれば出来るんじゃないかと、そんなものは第三者に審査されなくとも出来るんじゃない

かということで、審査を拒否するというような方向で、横浜市はやっているんですね。ただ、

座間はまだそっちのほうをやってないということになりますと、行政に対するサービスが行き

届いていないということになりますので、そのへんはひとつぜひやっていただきたいと思いま

す。私は以上で。
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【コンサルタント】

ありがとうございます。それではまずその手前の方。こちらの前の方ですね、お願いいたし

ます。

【参加者】

こんばんは。自治会のほうの担当しております○○と申します。今お手もとの資料の中 4ペ
ージ目にありまして、市民参加のコミュニティということで、その点に関しまして、今後の 10
年先見ていって自治会と市との関わり合いの中で今後どう考えていくかをお尋ねしたいと思っ

ています。おそらくこの新しい計画についてはハード路線からソフト路線に切り替わるという

ことで、今までいただいた資料の中に書いてありまして、色んな意味で地域の活性化とか地域

を大事にしながら、地域の意見を求めながら、またそれを聞きながら新しい 10 年間を作って
いくというお話が出てるかと思うんですが、その基本として、私の自治会としては地域の中心

的な活動、組織として自治会というのは存在してるわけでして、その存在してる中でご存知の

ごとく自治会でもかなり大きな課題ございまして、地域コミュニティの意識の低下とかいうこ

とで減少傾向にあると、また高齢化、自治会そのものが高齢化しておりまして、各代表するも

のが大変な苦労しながらやり繰りをしている、あるいは新しく来た方がメリット・デメリット

の関係で自治会に入る、入らない問題で、自治会に入る方っていうのは減ってきているという

大きな課題が沢山抱えているわけです。その中で市としてはやっぱり自治会にして頼りにして

るというか、自治会として一緒にやっていくならば、今ここに書いてありますけれども自治会

の再生・活性化が求められるということではなくて、むしろ積極的に市も協力と言いましょう

か、今後その 10 年間にどう積極的に自治会を活性化し、一緒になって活性化していくか、ま
た、これから自治会をどう協力しながら市として協力していくかというのを、ぜひ具体的に盛

り込んでほしいと思います。都市計画、あるいはその地域活動の計画の中に入れていっていた

だければと思っています。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。先程の方、申し訳ございません。もし自治会の話で関連するものが

ありましたら、後ほどお渡ししますので、自治会の関係でお話しすることがありましたらお願

いいたしますけど。自治会の関係ですね、あとコミュニティの関係などでご発言ありましたら

お願いします。

【参加者】

先般、8月 21日付けの市議会便りのほうに遠藤市長がコメントしたと思うんですが、もとも
とは昭和45年後頃に、正式には非常勤特別職の選挙制度というのをやってます。昭和55年に
廃止したと、廃止した理由は行政が介入しちゃいけないんだということがあったと。当時の、

当時は今より 15 から 11多くあったと思うんですが、それを 6 つに分けて私も○○さんとは
85歳、○○県出身で非常に元気ですが、出会いがあって、色々話しするんですけれども、その
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復活の話はどうだっていうのは出てると思うんですね。その時に私ごときに言う筋合いはない

んですが、3丁目でも今ひばりが丘自治会協議会というのが 10かそこらありました。その中の
6つぐらいは 3丁目なんです。それはちょうどその当時、今息子の代ですが、本人は死にまし
たけれども、いわゆる金の使い方、これがあって分散したという経緯があります。それで 2年
前か何かにまたある方が、今生きているか死んでいるかわかりませんけども、また同じことが

あったと。だけど、それはやった本人の問題もあるんですが、周りがたかって、言葉は悪いで

すが、たかってついていったという、それが例えば会長ということで 10 年間やって色々使っ
たこともあって、そして今までこれから先は皆さん、道州制というのがあると思うんですね。

現在ですと 47 の都道府県の地方州とか地方政府、基礎自治体的な団体ということでひとつの
あれになると、その中の住民自治を担うのは、やはり自治会が非常にベースになると。そうい

う中に今、○○さんが言われたように確かに東京から来た人間はメリットあるんですか、ない

んですかというのは良い悪いなんて出てると思うんですね。今それに対する説明責任というか

そのへんのことも含めて、これからの運営を、このプランにしても住民の権威は非常に、住民

側がやはり主役ですから。その辺の整理を今言ったように今まで以上に住民自治に対する自治

会との整合性をやって、住民が自治会に入ってる入ってないを別にして、合理化を図って情報

公開をやってほしいと。それがある意味ではまちづくりのひとつのアイデアというか発想にな

るんじゃないかと思いますので、そういうことだけお聞きしておきます。

【コンサルタント】

ありがとうございます。今のようなご意見もありましたので後ほど色々自治会等の話は色々

あると思いますので、今後の市の検討の方向性なども含めて最後にお話をいただければと思い

ます。それではその他、先程自治会の関係であればもうひと方ぐらい。自治会の関係でお話し

ならばすみませんお待たせしてしまいますが、そちらの前のほうの方で。その次は手の順番で

いくと後ろから 3番目の方でというかたちでいきたいと思います。

【参加者】

私はここの館長を今やっています○○です。計画はだいぶ立派な計画が出てる、予定として

出てるようですが、これは皆さんの意見を聞いてまとめてるという趣旨ですね。今、平成3年
に第三次総合計画が出たときに、コミセンの計画ということで話が出たと思います。だけど、

まだ 8館がやっと 12月に完成するという計画なので、11館なら 11館つくるという計画だっ
たんですが、このへんの遅れはどうなっているのか聞きたいです。

それと、今、ここのコミセンにもひばりが丘が平坦地でございます。自転車置く場所もない、

皆さんが来ても車どこにしたかわかりませんが、車置く場所もない。そういう状態なので、と

にかく、これから何を作るにしても車社会ということなので、このへんも含めた計画をしてほ

しいなというふうに思います。先程の都市マスタープランというのを見ると、大分立派にらし

てますけど、そのへんを含めてやっていただければというふうに思います。

あと、いちばん今お年寄りが困っているものが病院です。病院が全然ありません。大和市立
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病院に行けば座間の人間ははじき出されるような状態でございますので、例えば入院しても金

額は高いです。そういうことでやはり市で計画するということは病院というのは赤字になるん

じゃないかなというふうに私は判断しますが、このへんを含めて大きな病院をどこかに作らせ

るという計画をしてほしいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。それでは何人かお手を挙げて少し待っていただいた方いらっしゃい

ますので、こちらの後ろからそのマスクの方お願いいたします。次そちらの。

【参加者】

ひばりが丘の○○と申します。この将来都市像の中にもいちばん最初に出てくるように、健

康、先程私の前にお話しされた○○さんも言われてましたけど、病院という問題ですか、私近

くの近隣の市の消防の方から聞いたんですけど、救急の方が海老名あたりは比較的受け入れ先

が結構あるんですけど、座間の場合は子どもは結構受け入れ先はあるんだけど、大人の場合の

受け入れ先が非常に困っているという話を聞いたんですね。実際救急病院が座間にどのくらい

あるかということは私よくわからないんですけど、というようなかたちで今ひばりが丘も高齢

化が進んでいると思いますので、そういった病院が増えてく、救急施設ですか、そのへんのち

ょっと充実をよろしくお願いしたいと思います。

【コンサルタント】

ありがとうございます。それでは待っていただいてる 3番目の真ん中の方ですね、お願いい
たします。

【参加者】

ちょっと話をさっきのこの方のフォローしたいんですが話戻します。この総合計画というの

を考える場合に何が何でも、1にも 2にも私は地域の自治会の活性化、そして自治会が強化さ
れるということではないかと思うんです。そういうことからして、座間では自治会の加入者率

が大変低いということを市長はじめ皆さん方はどのように認識してらっしゃるか。これは重大

なことで、我々地域としてはこの自治会をどういうふうにして盛り立てていくか、問題性を克

服していくか、これは私たちの問題になってくると思いますけども。そこで、ちょっとある方

には耳に痛い話になるかもしれないんですが、ひばり地区連絡協議会というのがあるんですけ

ども、ひばり地区の全体の自治会の地図というの見ますと、3丁目 4丁目のあたりの自治会の
区割りが非常に雑然としていて、まさに無政府状態だと私は言いたい。ある自治会においては

飛び地がありましたよね、それからマンションが独自で自治会を作ってるという例がいくつか

あるんですけど、これは無いよりはいいんですけれども、これはその周辺の地位から孤立して

いる存在ですので一考を要すると思います。それから自治会の無いまちというのもあるんです

ね。そこに住んでる人たちは自治会というものに入りたくても、その自治会が無いというのが
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問題と。私たちの場合は自治会で退会する人、入る人色々あるんですけど、これは自治会があ

るし、ちゃんとやってますから、その問題とは全く違います。自治会のないまちというのがあ

るっていうことが現実です。こういうことについて、やはり、ひばり地区連合協議会はこの何

年長い期間を渡って発展してきました。この協議会が期待しているものってこういう問題

を精査して、分割化合併化という自治会の再編、そういうものに取り組む必要があるというふ

うに思います。もう1点話したいことあるんですが、後にします。

【コンサルタント】

よろしいですか、すみません。もう少し自治会、今お話しされました自治会のどうやって加

入率を上げるか、そのために市は自治会は何をすべきか、もし皆さんからご提言などありまし

たらお願いいたしたいと思います。前のほう、まずこちらの方からお願いいたします。今マイ

クきますので少々お待ち下さい。

【参加者】

自治会に今入らない、入るという、座間市が新聞折込だとかそういうもので皆さん入るも入

らないも情報が受けられるわけです。昔は、自治会経由で情報を与えてたものを最近は入らな

くても情報は入ってくるんだから、入ることはないんじゃないか、入って得になるものは何が

あるのか。今の現在からみますと、あまり自治会に入って得というものが少なくなってきてい

るんじゃないか、そういうことで自治会をもっと、優先的に人員を増やすのならば情報はです

ね、自治会から情報を与えるというような方式に少し変えていったらどうかと。

【コンサルタント】

ありがとうございます。拍手もありましたが。それでは続きまして、多分、今のお話メリッ

ト、デメリット多種多様なご意見あると思いますので、今のが全てというわけじゃないと思い

ますが、まず皆さんお話し下さい。

【参加者】

3 丁目の○○と申します。先程からプランを聞いてますけど、今、座間市で高齢化も進んで
いる状態です。老人をそういう福祉施設というんですか、そういうものをプランの中に練って

作って下さい。それでないと、この先あと 10 年も経ったら本当に座間は老人、おじいさんお
ばあさんでいっぱいになるので、今、座間市では、この間話聞いたんですけども、施設に入る

のに300人順番待ちしてるという話なんです。皆さんご存知だと思いますども、そういう施設
に入るのは入所金といいますか、最初五百万なり一千万なりとお金払わなくちゃいけないんで

す。貧乏人はとてもじゃないけどそういうことは出来ません。金持ちはそういう施設に入って、

我々は介護保険ですか、保険を出してその保険でもって悠々と生活している、貧乏人は一体ど

うするかってことをこれから考えなくちゃいけない時代になってきました。ですから、この際

ですから、座間市もひとつの例として、小学校の空き教室を利用するとか、高校の空き教室を
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利用するとか、そんなかたちでもって老人のそういう施設を造ってもらいたいと思うんです。

今のままでいくというと、我々は歳とって今度そういうところ入るとなったって、お金がない

から入れないんです。だから、金持ちを貧乏人が養っているような今状態なんです。そういう

ことがないように、座間市としてもそういう施設をひとつ造ってもらいたいと、これが私の希

望です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。どうぞ色々お時間も限りありますので、今の話の続きでも結構です

し、全く違うお話でも結構です。よろしいですか。前のほうでよろしければ。お願いいたしま

す。

【参加者】

私もこの間、団塊の世代ですね、会を開いたんですけど、やはり皆さん元気だ元気だと言う

けど、座間市で開催して、応援会そういうものの参加率が活動してる方、積極的に出ていただ

いてるんですけど、座間市で計画して、そういうものの普通の方の参加率が少ないんですよね。

元気なのはいいんですけど、やっぱりせっかく座間市で開催してるものに参加というものがも

っと積極的に参加すべきじゃないか、それじゃなきゃ計画されても意味がないんじゃないかと

そう思います。

【コンサルタント】

ありがとうございます。それでは前から3番目の方が先程から手を挙げていらっしゃたので、
すみませんがお願いいたします。

【参加者】

ひばりの○○と申します。沢山意見があるので。その前に先程のＩＳＯですね。先程世界標

準規格ですか、かなり契約にお金払っています。14001を取得してからかなり年数経っていま
すが、今、市のどの程度の実際に ISOに準じてるか、もう一度見直しする必要があると思いま
す。とるのに大変な努力をして取ったわけですけど、やっぱりもう一度見直してから、やめる

か継続するかどうしたらいいかなと。

座間市のビジョンについては健康への取り組み安心のまちとありますが、私は年に１回いち

ばん身近な健康チェックのために、人間ドックに行ってます。費用はやはりかなりかかるんで

すが、大事になってくる周りを見ると、助成金を出しています。相模原市が年１回 2万 2千円、
海老名市が上限3万円とする半額を負担します、それから大和市が半額負担してます。そうい
うのも近隣のまちは負担してます。これから健康管理が早期発見、早期の治療というのが大事

だと思うんですが、座間市は何か少し遅れているかなと思うんですが、検討して助成金あるい

は県内の市町村でもかなり多くが出しています。ぜひ検討をしてもらいたいと思います。
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【コンサルタント】

ありがとうございます。もう1点でお願いいたします。

【参加者】

マスタープランの中に土地利用っていう部分ありますか、土地こういうものを整備してあり

ますね。ここに 1点お話ししたいんですが。平成 13年に芹沢公園の検討委員会があったんで
す。その日確か 30人くらい、関係者が殆どで一般から 8名ぐらい出たんですが。その時に会
の設計図、プラン立てるかなりの設計にお金かかったと聞いておりますが、だいたい 10 月に
行われまして、4 回にわたって検討委員会がありました。私よく孫を連れて公園に行くんです
けど、ほとんどが相模原そういうところに行きます。魅力が全くないというか、子どもたちに

対する魅力は芹沢公園は無いんですね。で、あれだけ 4回にわたって検討委員会、長い期間か
けてやりましたから、この第三次総合計画ですか、ハイスピードかどうかちょっとわからない

んですが今現在どのように進行してるか、これから継続するのとか聞きたいんですね。今の状

況について何もわからない。皆さんの提言を入れるようなものにしてもらってますので、現状

の経過状況を聞きたいんですが。平成13年 10月から続いてます。

【コンサルタント】

ありがとうございます。それでは最後のほうにご紹介いただくということで、準備のほうお

願いいたします。芹沢公園の整備経過ですね。それでは引き続き前のほうの方、手挙げてらっ

しゃいましたのでお願いいたします。次、奥の方いきますのでお願いします。

【参加者】

ひばりが丘の○○と申します。とにかく色んな要望なりそのへんはあるので、市の財政とか

そういう問題あるかと思います。この後期計画もさることながら、常々ちょっと気になる点が、

市町村合併という話がありますけれども、このへんのことについては座間市はどのように考え

ているのか、これ座間市だけ考えても始まるお話じゃないんで、それっていうのは市の全体の

行政の効率化とか何とか、どういうメリット、デメリットあるかどうかなんですけど。その点

をどういうふうになってるかお聞きしたいということです。以上です。

【コンサルタント】

わかりました。これも最後忘れずにご回答いただければと思います。後ろから 3番目の方で
すね。あと、せっかくですから若い方もご参加されてると思いますので、遠慮なくご発言いた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

【参加者】

3 丁目の○○と申します。まず 1 点お尋ねしたいんですけれども、交通の問題です。市役所
に行くのにひばりが丘からですと、マイカー持っている人は車で行けばそれでよろしいんです
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けれども、車の無い方それから高齢化になりますと、どうしても運転のほうもおろそかになる

と思いますので、高齢化に向けまして、市役所へ行く交通の問題についてご質問いたします。

まず、私もどちらかというと歩くほうなので、マイカー利用ではないほうなものですから、コ

ミュニティバスとか一般の市のバス、市役所に行く場合ですと、ひばりが丘 1丁目からバスに
乗って、市役所の入り口で降りると。そのバスは 1時間に 1本しかありません。平日も休日土
曜日同じく毎時1時間に 1本しかありません。したがって、役所に時間が決められてる場合は
時間等の合わせて行きますので、とても不便を感じております。それから、コミュニティバス

については、こちらの南児童館から出発するのは午前2回、午後2回、というふうになってお
ります。それでまた 11月 1日からコミュニティバスの時刻、運行コースも変わったように今
日の広報に載っておりましたけれども、そういったことも踏まえて、コミュニティバスにつき

ましても、定員が確か 10名ですね、10名になりますともう途中のバス停で乗り換えの人が来
てもみんな通過されちゃいますので、乗りたくても乗れないときがままあると、そういったこ

とで役所に行くのに非常に不便を感じておりますので、その点をご一考願いたいと思います。

以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございました。このあたり先程施設を造るときは駐車場という話もありましたし、

車の話もありましたコミュニティバスの話もありました。様々な分野から様々な方向で車利用

の話は車あるかどうかって話はあると思いますので、後ほど市のほうからご発言をいただけれ

ばと思います。その他の方どうぞご遠慮なく、それでは前のほうの方お願いします。

【参加者】

私、○○の○○と言います。先程から出てますけど、今の団塊の世代の方々ですね定年退職

して、高齢化 65 歳以上なのか難しいと思うんですけれども、色々な人材が沢山いると思うん
です。今確か座間市の職員がだいたい千人くらいじゃないかと思うんですけども、ボランティ

アでみんな元気に活動する人は、ボランティア等色々なことやってると思うんです。中高年が

定年過ぎて、足がきかなくなる、動かなくなるまでは元気な方は、積極的に色んな分野に市と

一緒になって、ボランティア、観光案内なんかのボランティアですねそういう有効利用といい

ますか、そういう言い方しちゃいけないかもしれませんけども、そういう元気な方を上手く利

用する、そういう先程ちょっと意見が出ましたけれでも、ひとつもう一回市のほうで行事して

も参加者が少ないんじゃないかということありますけど、それは多分おそらく魅力がないと思

うんですよね。魅力があるものは黙ってたって人が集まってくるんです。そういうようなこと

を少し市のほうと、そういうような地域の懇談会というんですか、そういう色んな意見をくみ

上げるのはひとつの方法だと思うんですけれども、そういう意味もふくめまして色々と考えて

いただきたい。中高年の方がいきいきと生活出来るように、そういうようなものをですね、提

案できればと、市のほうの方ですね、そういうふうに思います。これ色々案とか色々考えなき

ゃいけないとおもいますけれども、いきいきと生きていけるような、そういうようなことが出
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来れば私はいいんじゃないかと。私はちなみに今 64 歳ですが、高齢のところまできてると思
うんですけども、まだまだ元気でいろんなことをやろうと思ってます。そういう考えている人

がひばりが丘の中に沢山いると思うんです。そういう意味では、活かしていくというかそうい

うことも考えていただきたいと思います。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。これからますます人材の活用の話ですね。それでは今手挙げた真ん

中の方、お願いいたします。今マイクが参ります。

【参加者】

私もひばりが丘なんですが、今、ひばりが丘に老人憩いの家というのが市で整備いただいて

利用させていただいておるんですけど、先程、老人が非常に多くなったというお話が出てまい

りましたけども、今後こういうコミセンが沢山出きてくると、将来、憩いの家というのが改築

にする予定があるのか、今使ってたいこいの家ですね、かなり老朽化しておりまして、戸締り

などですね、非常に難しくなってきている。この前、お金をかけてつくって、戸袋から雨漏り

というものを覚えていただきたいんですけども、直したそばから、立て付けが悪くなってくる、

というのも入り口だけが老朽化しておりまして、直しようがないんです。先ほども話が出てお

りますけども、老人が非常に多くなってくると、うちの場合は毎日午前と午後、かならずクラ

ブが利用します。全く空きがありません。新しく使用したいと言われる方が沢山おられるんで

すね。利用される隙がありません。今後もしそういう計画があるとするならば、今の建物を２

階にしていただいて、利用者の利用パーセントを上げてほしいというふうに考えておりますが、

こういうのどういう考えでおられるかぜひご意見がありましたらお聞かせ願いたいと

【コンサルタント】

ありがとうございます。続けて後ろの方ですね、お願いします。

【参加者】

○○です。ご老人の話なんですけど、今後の話ということでちょっと市のほうに要望という

かたちでございまして、お尋ねしたい点がございますが。私はひばりが丘小学校の、年間2回
ほど地域懇談会がございまして、そこに出席をさせていただいて、実は、最近そこのところか

ら要望書を配布して私のところに参りまして、地域の小学生を守るための道路関係の危険箇所

とか、防犯もその他現況を色々聞いてみると、ひばりの地域かなりの狭い地域とか、見にくい

道路あるいは交通の関係で、かなり沢山ございまして、ひばりが丘小学校のＰＴＡが調査をし

て、子どもたちが通りを通るときに危険箇所、危ない箇所あるいは防犯上問題のあるところの

リストをいただいたんですね。それをＰＴＡの人からの話だと、ＰＴＡが直接市のほうに持っ

ていくと、なかなか動きが鈍いので、ぜひ地元の自治会のほうから話を持っていってくれませ

んかという話がございました。また、私はひばり全域の地区連の会長をしてるもんですから、
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そういう話がきたのかもしれませんが、確かに見てみますと写真付で三十数箇所ございまして、

かなり危険なところが多ございまして、この辺りの子どもが、いつどういうかたちで、特にひ

ばりやそういった込み入った狭いところが多いもので、おそらくこれは他の座間の他の地域で

も小学校関係で通学、下校その他色々問題のあるところがあるんですが、ひばりが丘地域はか

なり狭いんですよね。この辺りを早急に改善してもらいたいという切実な要望が来ておりまし

て、それについては審査を過ぎたとかいうかたちもあるかと思いますが、こういう場を借りま

して、1年 2年でとは言いませんけれども、出来るだけ早急に市民計画の中で、子どもたちに
対する小学校等に関しまして、これは防犯ということも含めた総合的な見地からそういうとこ

ろを大至急改善をお願いしたいと思っております。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございました。子どもの環境、歩行者の環境ですね、関連で今マイクが参ります

のでお待ち下さい。

【参加者】

先程の問題ですが、これはＰＴＡ、警察、市役所、道路課全部入って 5年ぐらいですか。全
部写真撮って、リスト上がってると思います。私のところにも全部資料あります。それでどこ

も直してないというのが現状です。何のために市の人、警察の人まで来て、ＰＴＡをみんな集

めて、我々地域の自治会の人を集めてという経過をやった経緯があります。直っているところ

がまず 1つもありません。なんのためにやったのかと。写真撮ってあるのがミラーの位置、ミ
ラーの位置は簡単に変えられるのでミラーの位置だけは一箇所変わってるところは私も見てま

す。あと、道路も狭い道路でU字溝がある底が10cmもある高さになっている場所があります。
これも道路課の人が来たらそれは後で話ししますからというのは、全然結論が出てないという

のが現状なので、こういうことだったら、わざわざ我々を呼んで調査をする必要もないだろう

し、これからもそういうこと、まだデータ残ってると思います。もしあれでしたら私のところ

にデータまだしまってあると思いますので、よろしくお願いします。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。後ほど事実関係で補足の説明が市から必要であればお願いいたしま

す。それではどうでしょう、まだ、ご発言されてない方がいましたら優先しますが、真ん中の

方、手挙げてらっしゃいますのでどうでしょうか、では真ん中の方お願いいたします。

【参加者】

先だってのサニープレイスのこの会のときに、座間にホテルがないということを言われた方

がいて、後でその方とお茶を飲んで話をさらにしたんですけど、遠いところからわざわざ来て

下さったグループが、仕事が終わってここに泊まるところを探してくれないかと言ったら、う

ちは無いんだと、隣の町行ってくれって言って恥をかいたという話を聞きました。確かにホテ
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ルがほしい。私、今日、座間の市役所のちょうどこの峠を越えた向こう側が座間ですよね。ま

さに、あそこが昔の座間のみやこだったんですね。このこちら側、峠の入り口からこっちは昔

はどうだったんですかとか、里山だったと言われたことがあったんですけども、色々聞いてみ

ますと、確かにその通りで。こっちのほうが、しかし、考えてみると開けたんですよね、まち

として非常に開けた。どっちかというと逆転しているように思われたんですけど、だけど、私

はファミリーレストランが無い、喫茶店が無い、それから文房具屋さんが無い、そういうよう

なことを考えますと、市場があって、あったんですけども文房具屋さんが無いんですよ。学童

の通学路に文房具屋さんがほしい、喫茶店も我々にとってっていう話しようと、そういう場所

が無い、それからファミリーでもって一週間にいっぺんでも食事しようよというそのファミリ

ーレストランも 1つも無い、そう言ったら向こうが、2つあって、聞くところによると結婚式
場があるそうです。ですから依然として、こっちは田舎なんだという、行政の方が見下してお

られませんか。どうぞ、そのへんを切り替えて、こちらのそういったサービス業をよくしてい

ただきたい、そういうことを思います。

【コンサルタント】

ありがとうございます。その他の方、それではよろしいですか、最初にこちらの方手挙げて

らっしゃいましたけど、譲られますか大丈夫ですか。まず、先程手挙げてらっしゃいましたの

で。

【参加者】

私、災害救援ボランティアやっています。座間には災害の防災計画というのがあります。我々

の今のここですと、小学校が、避難所というのと謳われています。ただし、役所が避難所運営

というようなことは一向にやっておられません。計画に入ってますけど、やってないです。な

おかつ、やっぱり避難所には職員が 3人いまして、その人の教育もされてない。これから、今、
東海地震なんか 86％、直下地震 70％、すでに色んなところから地震が発生してるわけです。
やはり、もっと我々の命を扱うとこですから、避難所の運用のほうを吟味していただいて、計

画の中に入れていただいて、やっていかないと、今日くるかもしれません。そんなこともある。

もう 1つは今のひばりが丘の 2点目ですね、消防車が入らないというのは狭い道なんです。
これに対してどう考えているのかということをお聞きしたいと思います。

【コンサルタント】

それでは、先程手を挙げていた前の方お願いいたします。時間もせまっておりますので、も

しまだ発言されてなくて、これだけはと言う方は次準備して待っていて下さい。それではお願

いいたします。

【参加者】

私、ひばりが丘の○○と申します。皆さん色々市のみなさんに要望事項あげておりますが、
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私も今まで色々中で要望したら、座間市では金がないから何も出来ないというのが実感的に今

まで経験して、色々言われました。皆さんがこれから要望したやつを 1つ 1つ実現していくに
はやっぱり金がないと出来ないと思うんですよ。座間市が団塊の世代になって、今まで会社で

十分に高い金払ってたのを今度年金の安いのになって、だんだん座間市、財政、収入的にだい

ぶ年々減ってきていると思います。こういう面から言って、大きい会社を誘致するなり、座間

市の収入源をどのように将来的にやっていくのか、これのところをどういうふうに考えている

かお聞きしたいと思います。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。これも最後のほうに収入源の話は今後の話だと思いますけど、今の

財政状況など、もしご報告ありましたら市のほうからお願いしたいと思います。では、出来れ

ばまだご発言されてない方にいただきたいと思いますが、よろしいですか。こちらの方ですね、

お願いいたします。

【参加者】

2丁目の自治会の○○と申します。2点ばかりお伺いしたいんですが、ひばりが丘小学校区域
で、殆どの自治会で子ども会がなくなってます。これはどういう状態なのか、市のほうでは把

握しているんでしょうか。それから私どもの自治会では子ども会ありますけど、子ども会で保

険に、市のスポーツ保険みたいのに入れてほしいと言ったら、子ども会の市子連がひばりが丘

にはないから、入れられないということなんですね。たったひとつの子ども会なんです、ひば

りが丘で入るのが。これは、やはり先程の高齢化じゃないですけど、お母さんたちも共働きな

どで、役員のやり手がないということで、子ども会がだんだん消滅していっているわけです。

たったひとつ残っている子ども会が何かやろうとするとそういうものに入れなくて、怪我をさ

せたら困るということで何も出来ない状態なんです。これをひとつ考えていただきたい。

それからもう 1つ。これは市のほうに私どもの会員の人から 2点ばかり要望を出してるんで
すけど、1 つはショッピングタウンという商店街の街灯が取り外されたんですよ。老朽化しま
して、街灯撤去したんです。暗くなりまして街灯つけてほしいということで 7月に私どもの住
民の方がお願いにあがったら、すぐに行ってやりますという返事だったんですけど、これはい

まだについてないと、見にも来てない状態。それから、私どもの地域の中に子ども公園という

のがあるんですけど、そこの公園に木が生い茂ってるんですけど、皆さん高齢化でもって毎日

のように落ち葉が落ちてきて掃くのも、みなさん交代で掃いているらしいんですけど、大変な

ので枝のはらいをしてほしいということで、去年くらい私も 2回公園緑政課のほうに行ってお
願いしてます。これもいまだにまだ回答をいただいてませんので、そういうのもよろしくお願

いしたいと思います。

【コンサルタント】

ありがとうございます。これも後ほど事実関係などで補足や市のほうから今こういう状況で
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すとか、そういう報告がございましたら後ほどお願いしたいと思います。時間もせまってまい

りましたので、もう数名の方お願いしたいと思いますが。せっかくですから、ご発言されてな

い方含めて。こちらの方お願いいたします。

【参加者】

ひばりが丘の○○と申します。今までの色々と意見なり、苦情なり色々出して聞いてたんで

すけれども、このへんは色々要望してもやられてない、また今後こういう計画を出しても非常

に不安だと、こうなりますとせっかくやったこういう会合が無駄になるということではないん

ですけども、心配の面があるわけです。そこで、今、日本の国自体が改革の時代に入ってるわ

けですよ。ですから市のほうも、まわりの人たちを見ると、かなり年配の方たちが多いみたい

ですけど、もっと若い人入れて、改革するという市の役員あるいは改革する市議会とか市長も

頑張ってほしいと思います。以上です。

【コンサルタント】

ありがとうございます。どうでしょうか、いくつか最後にまとめてお話しいただく前に、い

くつか、今道路の関係、街路灯の関係であるとか、先程歩道の子どもたちの安全の関係で調査

をしたけどどうなっているんだとか、現状での取り扱い状況などせっかくですので、誤解のな

いように皆さん同じように共有したほうがいいと思いますので、もし市のほうから何か今の現

状ご説明ありましたら、現場の方お願いいたしたいと思います。

【市役所】

都市部長の和田と申します。よろしくお願いいたします。私のほうに公園、それから道路と

か、何点かいただいております関係でご説明をさせていただきたいと思います。まず、芹沢公

園でございます。芹沢公園は座間市で唯一の総合公園という位置づけになっておりまして、工

区を 4つに分けております。そのうちの 1工区2工区が整備が済んでおりまして、今開園され
ている部分でございます。ですから、3工区 4工区が残っていて、今開園されているのが半分
ということになります。そして、今工事を行っているのが 3工区になります。3工区は今年度
で完成の予定となっておりますが、3 工区については斜面の部分ですから、できても斜面のと
ころの遊歩道くらいでございます。平面で残っているのが 4工区になりまして、これが最終工
区になります。

【参加者】

ちょっといいですか。今 1工区 2工区というもの我々わからないわけですよ。だから、だい
たい場所が、こういうところはやっていますというお話をいただかないとわからないです。

【コンサルタント】

簡単で結構ですので



件名 地域別懇談会 【ひばりが丘・小松原地域】 頁 23／32

日時 平成21年 10月 15日(木) 場所 ひばりが丘コミュニティセンター

【市役所】

芹沢公園 1工区 2工区といいますのが、芝生広場がございますね、大きな芝生広場。それか
らその南の今地元の皆さんで菖蒲を一生懸命植えられている場所、そういう広場、今使ってい

ただいている部分が 1工区 2工区になります。当然整備が済んでいるとこでございますので、
皆さんに使っていただけてると。3工区 4工区はこれからになりますから、もちろん総合公園
ですから、色んなものが入ってくる、そういうなかで、ここの芹沢公園について、平成 13 年
頃に検討委員会等もやったということでございます。皆さんに入っていただいた中に色々検討

していただいております。4 つの基本方針というものも出来ております。それを決して市のほ
う忘れているわけではございません。最終整備のなかでは、そういう基本方針に則った整備を

予定しているところでございます。

また、ひばりの道路が狭く見にくく危険、PTAからの要望ですとなかなかやってくれないと
いうお話ございました。確かにPTAさんからも要望いただいておりまして、色んな要望、差別
は決してしておりません。その要望の中で出来るとこからやっておるんですが、要望箇所が、

沢山、市内でもございまして追いついていかない現状でございます。ご理解いただきたいと思

います。

また、総点検をやったのに何も直っていないというお叱りのご意見もいただきました。まち

歩き総点検、市内の中 6箇所に大きく分けて確かにやっております。その結果も全部残ってお
りまして、順次やっているんですけれども、何せこれも数が膨大でございまして、ご意見いた

だいた方からすると全然やっていないように写って、大変恐縮してございますけれども、一生

懸命出来るところからの努力はしておるところでございますので、ご理解賜りたいと思います。

それから具体的なお話としまして、子ども公園の枝払いをお願いしたのがまだというお話を

いただきました。これは、戻りまして公園緑政のほうに事実確認をしてみたいと思っておりま

す。

それから、一番最初の方に、相模が丘からひばりまでの計画道路ということでお話をいただ

きました。これは市境の相模原二ツ塚線のお話かと思います。こちらにつきましては、現在北

側の相模が丘分でございますけれども、県道の座間大和線へぶつかるまで、ここを神奈川県さ

んに整備をお願いしておりまして、やっていただいている最中でございます。お尋ねは、多分

その南側のお話かなと思います。こちらにつきましても、県さんにお願いしているところでご

ざいますが、県さんとしましても、まず、今やっているところの整備をまずやっていきたい、

その南側についてはそれからの検討課題であるというご回答をいただいておるところでござい

ます。

【参加者】

今の発言でよろしいですか。

【コンサルタント】
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やり取りなら、またやりますけども。

【参加者】

やはり依頼に対しての計画書というのが出せれば、こんな言葉が出ないじゃないか。要望し

てるんだから、どのくらいでこういう計画がありますと、それに対して回答を出してないから

そういうことが出て来るんじゃないか。

【コンサルタント】

多分これから行政の信頼を回復するためにとっても貴重なご意見ですね。民間だと CRM と
か言いますけども。顧客に対して、ちゃんとしたマネジメントしてということですね。

時間もせまってますので一言でお願いします。

【参加者】

今言っていた芹沢公園なんですけど、芹沢公園の話が出まして、1工区 2工区 3工区 4工区
と分かれてると、1工区2工区は既に終わって 3工区が今年度予定で終わると。今年4工区ま
でで今年中に終わるって前に聞いていたんですよ。3 工区がやってるよりも、公園墓地の方が
どんどんどんどん早く進んできちゃってますよね。公園墓地が道路に沿ってどんどん芹沢公園

からこっちに動いてるんですよ。でも、公園墓地がそこに事務所も出来、それから 3段階くら
いで工事が進んでるので、市の芹沢公園の 3工区4工区が終わるうちに 4工区に取り掛かる前
に、公園墓地がこちらの日産の会社のところまで戻ってきちゃうんじゃないかと思うので、そ

れで日産とのあれで売れてない部分があるからそのままだと思うんですけど、3工区 4工区い
ついつまでにどこまで終わるか明確にしてもらいたい。

それともう 1点いいですか。先程、座間市に市役所に行くのに足の確保というかたちでコミ
ュニティバスが午前中 2本午後 2本てことなんですけど、ひばりが丘の 1丁目2丁目の付近に
停まるのはコミセン入り口って表示されてるんです。ところが、コミセン入り口というのは今

までセブンイレブンがあったとこがだいたいコミセン入り口って言ってるんですけど、それよ

りも150mくらい工機寄りなところにコミュニティバス乗り場にがあるので、それを公民館 11
月に新しい場所に変わるのかどうか、それを確認したいんです。

【コンサルタント】

具体的な話で今お答えできるかどうか、そこまで資料お持ちかどうかもありますので、答え

られる範囲で結構だと思います。すみません時間の関係もありますのでそのあとですね、お願

いいたします。

【市役所】

企画財政部長の宮代でございます。私のほうからは 2点ほどご質問に対してお答えしたいと
思います。まず、1 点目は○○さんですね、コミバスの関係のお話がございました。今現在、
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コミバスにつきましては市内5つのルートでバスが 3台運行してございます。それからご存知
の通り、今回のコミバスの目的といいますのは、公共交通の補完とお年寄りの方だとか身体の

不自由な方、こういった方の交通の手段の確保というこういうひとつ大きな目的がございます。

それと座間市の道路事情見てもわかりますように、非常に狭い道路形態になってございます。

これは皆さんに責めるわけじゃなくて、現実的にそういうのがなってますので、現実の中でこ

のコミバスを運行しなければならないという状況でございますので、具体的にそのコミバスを

今バス停の関係にございましたけれども、これについてはよく確認をさせていただきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。

それから、財政状況の関係でお話ありました。座間市は大丈夫なのかということで、これは

実は昨日のところでも、ご質問があったんですが、まず市の財政規模、これを説明いたします

と、21 年度の関係で申し上げますと。一般会計で約 310 億円になってございます。このうち
の 180億円が皆さんの貴重な血税でございます、市税でございます。したがいまして、約 6割
が市税と考えられると、あとは非常に気になるのは、今国会等でも話題が出てます赤字国債と

かいう話が出てます。座間市の場合を見ますと 21年度については約 27億円、いわゆる借金で
すね。これが全体の 7％から 8％程度ということで、国の財政状況からすれば、これは間違い
なく大丈夫と、ただこの財政状況については、座間市だけではなく、周りの近隣市におきまし

ても非常に厳しい状況にあります。したがいまして、皆様の今日いただいた意見を全ての事業

に反映させることは非常に難しい。したがいまして、この事業の展開につきましては非常に精

査をして、緊急性とか優先性を見極めた中で事業選択をして実施をしていきたいとこういうふ

うに考えてご理解いただきたいと思います。以上です。

【市役所】

保健福祉部長の田中と申します。まず１点目が、病院が近くにあったらいいなというような

ご意見いただきました。やはり、病院というのは日常生活において近くにあったほうが、なお

さら救急のときに近くにあったほうがいいな、これは誰もが望んでいるような状況だと思いま

す。ご存知の通り、座間市でも中型のといいますか、二次病院というのが過去に 5箇所ござい
ました。現在 2 箇所になっているような状況もございます。このへんの計画でございますが、
なかなか市としても病院を作るというのはなかなか困難な部分がございます。現状では、医療

の関係ですと、広域的な取り組みというのを行ってございまして、この地域でございますと、

相模川を挟みまして、相模川の西側、厚木市、愛川、清川それから相模川の東側、海老名、綾

瀬、大和、座間市、こういった医療圏というのがございます。この中で、特に救急医療等が発

生した場合におきましては、相模川の東側4市、海老名、綾瀬、大和、座間という 4市の広域
で救急医療を協力しながら組んでいきたいというようなことで話し合いを持たせていただいて

ございます。あくまでも救急医療でございますので、1時間 2時間かかるような搬送では困る
わけでございまして、少なくとも近隣市と協調しながら、この救急医療につきましては、協力

しながら近隣との協働の中で事業を進めさせていただきたいなというこんな方向付けをさせて

いただいてございます。
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次に、高齢化に伴いまして老人施設の整備、こういったもの入所するときには入所金がかな

りかかって、なかなか入れないじゃないかとかそういたご意見をいただきましたが、介護の入

所施設等の整備計画につきましては、今回ご提案をさせていただいてございます総合計画の理

念に基づきまして、保健福祉部のほうに個別計画がございます。この中に毎年、期別には 3年
ごとに 1期と定めさせていただきまして現在21年度、4期目の介護保険事業計画というものを
スタートをさせていただいてございます。この中で高齢化率ですとかそういうものを勘案しな

がら今後ひとつの整備というものを図らせていただいているところでございます。

先程、入所金が高いというのは有料老人ホームの関係であると理解してございます。私ども

のほうで整備をさせていただけます特別養護老人ホーム、介護老人保健施設こういった大型の

施設の整備も含めまして、こういった事業計画の中で計画を進めさせていただいているところ

でございます。

それから、健康診査含めまして人間ドックの関係のご質問でございますが、人間ドック他市

は補助金等を含めて健診の増進を図ってるじゃないかというようなお話がございましたが、医

療制度改革が 20年度に改正がされまして、従来、私どもといたしましては 19年度まで基本健
康診査というかたちで市民の方にご利用いただいてございました。私どもの市の基本健康診査、

他市が行っているような人間ドックと同等の検査項目等をメニューの中に入れさせていただき

まして、実施をさせていただいたところでございますが、20年度から医療保険制度が変わりま
して、特定健康診査を各加入されてます保険の中で受けて下さいとこういった制度に変わりま

した。これを私ども受けまして、市が実施しております国民健康保険にご加入の方、こちらの

基本健康特定検診につきましても人間ドックに近いようなメニューを医師会と打ち合わせの中

で吟味をさせていただいて、受けていただくような事業を実施をさせていただいてます。さら

に人間ドックでありますと、がん検診とか、そういったものを併用される方もいらっしゃると

思います。今年度、がん検診をさらに健診項目を増やさせていただきまして、今年度は女性特

有の乳がん、子宮がんこういったものも実施をさせていただくようなかたちで取り組みをさせ

ていただいている状況でございます。以上です。

【市役所】

先程ショッピングタウンの防犯灯、街路灯ですかお話がありました。これにつきましてはよ

く確認をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたしたいと思います。

【市役所】

教育部長の中村と申します。先程、○○さんのほうから子ども会の関係のお話がございまし

た。ひばりが丘には1つの子ども会しかなく、保険にも入れないというようなお話ございまし
た。その辺ですね、私どものほうよく確認させていただきたいと思います。

子ども会が少なくなってきているお話もあったわけでございますけども、確かに少子化の問

題等もございまして子ども会が減少しているということを十分認識しております。それ以外に

も親御さんのほうにも役員が回ってくるのが非常に大変だというようなこともありまして、子



件名 地域別懇談会 【ひばりが丘・小松原地域】 頁 27／32

日時 平成21年 10月 15日(木) 場所 ひばりが丘コミュニティセンター

ども会をなくしてしまうというそんな事例もあるわけでございます。私どものほうとしては、

やはり子ども会必要と思っておりますので、今後よく検討してまいりたいと思っています。よ

ろしくお願いいたします。

【コンサルタント】

それでは皆さんのまず現状に対する、今、このあたりはどうなってるんだというあたりは今

のところでのお話ありました。ただ、今後の話はこれから決めてく話、市のほうで検討する話

ということで今日の話を持ち帰ってということであると思います。最後に市長さんのほうから

今後の方向性も含めて一言いただければと。

【参加者】

ちょっと待ってよ。一つだけ。すぐだよすぐ。

【コンサルタント】

やりとりというか一言で終わらせていただければと思います。

【参加者】

今災害が、耐震がとか色々問題が起きてますけど、座間市として耐震基準とか耐震マニュア

ル、そういうものは備わっておりますかどうか、一言返答願いたいと思います。

【コンサルタント】

どうでしょう、建築の基準の中で決まってるものはあると思いますが。

【参加者】

何も無いんじゃ困るんだよ。

【市役所】

まず、耐震基準というのは、建築基準法という建物の法律がございますので、そちらでしっ

かりできてます。市のほうとしましては、昭和 56 年以前に建てた木造住宅に対しては耐震診
断、そして耐震改修工事の補助を実施しているところでございます。また、公共施設につきま

しても、耐震診断をかけて、耐震基準に満たないもの、例えば学校とか、耐震補強そういうも

のを今順次実施しているところでございます。

【参加者】

何か市民にはまわってないということですね。

【コンサルタント】
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そこは多分、市民の私有財産の話もありますので、なかなか回答難しいと思いますが、制度

はあるということですね。

【参加者】

その辺はっきりしてこないとやっぱりなってからじゃ遅い。

【コンサルタント】

そういう制度はあるというお話だったと思います。それでは最後よろしくお願いいたします。

５． 市長挨拶

大変お疲れのところを貴重なお時間頂戴いたしましてありがとうございました。時間もせま

っておりますので、私のほうから今日いただいたご意見等踏まえて、まとめをさせていただき

たいと思うわけですが。色々な観点から貴重なご意見そして厳しいご指摘を多々頂戴したわけ

でございます。常々思うんでございますけれども、やはり本当にこの座間のまちを含めて日本

全体が大きな曲がり角にきているなという思いを改めて強くするわけでございます。色々な角

度から、これからどのように私たち市民が国民が安心安全にこれから将来に向けて生活をして

いけるのか、これはやはり共通の課題であると思います。こういったもののアプローチをどう

いうふうにするのか、様々な角度からの取り組みをしていかなければいけない。そのなかで今

日ご指摘をいただいた点の中で、私が強く感じているという印象的な話がいくつかあるわけで

ございまして、そのあたりについてお話を申し上げたいと思います。

細かい課題については今各部長のほうからお話しさせてもらいましたけれども、まず、今日

はひばりが丘小松原の皆さんお相手をしてご意見を承っております。小田急線を挟んで西側と

東側で格差があるんじゃないかと。ようは旧、座間の本当本来から人が住んでいた里の部分と

この台の上、すなわち戦後の高度成長にしたがって開発がなされ、都市化がされて人々が多く

住むようになった地域との間に大きな格差があるんじゃないかというふうなご指摘がこの地域

にくると様々あるわけでございます。これは、やはり残念ながら、戦後の一連の座間市の都市

化をしてきた流れの中で、都市化の進展に都市計画が追いついてこなかった。こうした弊害が

大きくここにきて課題として出てきてしまっている。先程、消防車が入れないような道路の関

係ですとか、学校の関係で子ども達に道路の安心安全を考えても危ないんじゃないかというよ

うなお話もございますし、また、インフラストラクチャーのなかでの喫茶店ですとか、ファミ

レスだとかの話もあったわけでございますけれども、結局、これは市が整備するものではない

わけですけれども、一定の経済原則にしたがってここに立地をしても商売にならないがゆえに

店閉められちゃうわけです。店もないわけです。これ自体がやはりこの座間が抱えてる課題。

昨日のお話のなかでも、座間のまちの中にショッピングセンターが無いじゃないかと、大和行

けばイオンとヨーカドーのオークシティですか、ああいうものもある。海老名に行けばビナウ

ォークもある。座間でお金落ちなきゃしょうがないじゃないかと、こういう厳しいご指摘もい
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ただいてるわけです。これについても、今現在座間の 17.58㎢という地域の中の市街化区域、
殆どが開発をされてきてます。現在開発されて皆さんが住まわれてる、また工場があるさらに

は色んな施設がある、こうした土地利用がなされてる中で新しいものをこれを求めるといって

もこれはやはり無いものねだりになってしまう。であれば、どういうふうに考えるべきなのか

と私が思うのは、やはり座間1市で考えるんではなく、今後市町村合併の話もありましたけれ
ども、合併するとかしないとかという問題抜きにして、東京横浜のベッドタウンとして 12万 8
千 5百という市民が相集い、住むようになったこのまち、まさに住宅都市。本来は工場が進出
をして生活拠点としての位置づけがあったんでしょうけれども、それが時ならずしてこのよう

に本当に住宅都市になった。多方の方が買い物を外に行かれる、子どもたちは中学校までは市

内にいても高校になればどんどん外に行かれる。今日ここにいらっしゃる皆さんにおかれても、

大方は特に現役世代のときには、ここをベッドタウン、夜のねぐらとして、昼は外に働きに出

られる、こういう日常を送ってこられたんじゃないかと思う。そうした皆さんがここへきて、

一斉に第一線からリタイアをされて、終の棲家として購入をされた住宅、ここに朝昼晩と寝起

きをし、暇な時間を様々な活動に使われ、中には貴重なご提言もございました、団塊の世代を

含めて能力が高い人材がいっぱいいるじゃないかと、そういう人たちがもっとまちの中で活動

していただく、趣味の世界でもボランティアの世界でも活動していただくということが、この

まちの財産になるんじゃないかと、こういうご提言をいただきました。これはあちこちでお話

しいただきます。私本当にこれこそが座間にある財産だというふうに思うわけです。では、こ

の方たちをどのように、今まで外に向いていた関心を内に向けていただけるのか、これがこれ

から私どもが取り組んでいかなければならない大きな課題だというふうに思うわけです。

都市基盤の整備修繕維持の関係についても色々なご提案、それから苛立ちのお話がありまし

た。道路が直ってないじゃないか、街路灯が駄目じゃないかと、側溝もそうだ、老人憩いの家

もそうだ、本当にその通りだと思います。第三次総合計画の前半の 10 年が建設の時代、これ
も色んな考え方があります。今考えれば、非常にバブルの時代、浮かれてる時期に計画策定が

なされ、それによって実際実行したときにはバブルから失われた10年といったようになって、
結果にすれば、高い買い物をしてる部分がある。また本来ならばもっと力がある時期に、道路

整備それから下水道の面整備等もやっていればよかったのかもしれないけれども、これも結果

として行ったのはこの第三次総合計画の中で行ったわけです。これについて、ここでやはり先

程財産の部分での指摘もございましたけれども、残した借金ピークでは330億近くあったもの、
これを今度は後半の 10 年間で本当に爪の先を灯す思いで皆さんの忍耐を強いながら返済をし
てきた、百数十億円返してるわけです。

そうしたなかでものを直さないと出来ないよと、このところこんなふうにしといたら使えな

いんじゃないかというふうなお訴えが今日もいっぱい出てきているわけです。こうした点につ

いても今まで用いてきたインフラストラクチャーというものをいかに維持管理をして、また必

要な修繕というものを加えながら、これを市民の用に供するかということ、これを考えなきゃ

いけない。これを市が財政的な措置を被ると同時に、ここが私あえて市民協働という言葉をあ

まり使いたくないんですけれども、やはりこのまちの中で共に生きていく、共に生活をしてい
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っていただく皆さんと行政とがやはり同じ目線に立って考えながら、お金をかけずにやってい

ただけることに関してはご協力いただく、やはりこうした部分でのコミュニティのあり方とい

うものをもう一回考えていく、こうした努力が私たち行政にも課せられた大きな課題になって

いくと思います。そうして当然、それについては今日ここにそういった意識を持っていただい

ている皆さんだからこそ、お集まりをいただいているわけですし、どうかそこにお知恵を出し

ていただき、また足りないところに対して叱咤激励をいただきながら、そうした取り組みを含

めていきたいというふうに思うわけでございます。

ハードウェアからソフトウェア、ソフト中心こうしたご指摘もいただきました。まさにそう

だというふうに思います。もうそれしかない、はっきりいってそれしかないように思います。

団塊の世代の地域デビュー、一生懸命それも私もあちこちでその話を申し上げますし、そうい

った機会を捉えてぜひとも出ていただきたい、何かきっかけがあれば、そうした労力を生かし

ていただく、そういう方たちも市内でいっぱい私も存じ上げております。ぜひそういう輪とい

うものを多面的に広げていく、色んなかたちで。今日は自治会の話がいっぱい出ておりますけ

れども、自治会というのは本当に一番基本的なそこに住まう人たちの単位としてある一番重要

なコミュニティです。それ以外にも今これだけ世界の価値観が多様化している中で趣味のサー

クルもそうですし、ボランティアのサークルもそうですし、お子さんを通じての人との繋がり、

または同じ世代の繋がり、色んなかたちのそういう繋がりがあろうかと思います。そういうも

のを多面的に重ね合わせ、やはり人と人との接点というものを今まであまり意識をしていなか

った部分をもう一回市民ひとりひとりが意識をするなかでこれを再生させていく、これが必要

になると思います。

災害ボランティアネットワークの○○さんいらっしゃってますけれども、この前もやはりこ

うした観点から、先程危機感溢れるお話しいただいたわけですけれども、地震が起こったらど

うするの、今市の取り組み防災計画一応書いてある書類はあるけれど実際それについて動いて

ないじゃない、こういうご指摘もいただきました。これも事実です。先程のその避難所、これ

は避難所を開設したときのマニュアル出来たって、あったて使ってないんじゃ、実際どうなる

のかやってみなきゃわからないじゃないか、こういうことやらないでどうするんだ、とこうい

う厳しいご指摘もいただきました。これも全くその通りだと思います。

こうしたこと、ひとつひとつやはり私ども受け止めながら、今日こうして生の声をいただい

ているわけですし、市内各地でこうしたお声をいただきながら、おそらく今日ここに居並んで

おります私どもの各職員も生の声をいただくということは、ここしばらくなかったというふう

に私も実は聞いて驚いているんですけれども、それをきちっと受け止めさせていただきながら、

これをまた明日、それから来週3箇所各市内の地域それぞれの皆さんお考えがあろうと思いま
すし、お立場によって、また問題意識も違ってくるかと思います。全部伺わせていただいた上

で、これまた整理をさせていただいて、少し具体に踏み込んだものを今度は次期の総合計画の

原案として、また皆さんの前にご提示を申し上げてご意見頂戴したいというふうに思うわけで

ございます。

医療機関の関係もどこへ行っても話をされます。全くその通りです。医療圏の話、保健福祉
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部長ちょっと足りなかったんで補足させてもらいますと、この県央医療圏というのは私どもが

決めたんじゃなくて、県が決めたような話なんです。県の中で県も金がない、国も金がない、

今回民主党に政権が変わった中で、結局今までの自公政権がやってる中で足らないじゃないか

とおもっている国民の意識がこういうかたちになったと思うんですけれども、医療の問題、年

金の問題、介護の問題、とにかく心配で心配でしょうがない、不安で不安でしょうがない、そ

れは国も金がない、県も金がない、市も金がない、自分たちも金がない、この中でいくら詭弁

を弄してても無理な部分があるわけで、県央医療圏というくくりを作って私ども座間市、綾瀬

市実際に医療資源が足りないんですよ。だから、データの中で見れば、他に隣行けばいいじゃ

ない海老名にいっぱいあるよと、大和にいけば市民病院があるよと、ほかのところ行けばある

よと、第三次の部分については北里があります、東海大学あります、そこで受かってもらえば

いいですと簡単に言ってもらうけど、市民の気持ちからしたらそうはいかないです。やっぱり

近くにあってもらいたい。それについては、私どものほうとしましても今、ここにもあります

けれども県央医療圏として病床過剰地域なんて言われてるんですね。病床が多いからここは整

備しなくていいんだと、だけどもそうじゃないでしょと、市民からすれば当然の話なんですよ。

それらを受け止めながら、これは県に対して、国に対して実際そうじゃないじゃないですか、

それに即してやはりお願いをしていきたいという要望はこれは私ども行政の責任としてやって

いかなきゃいけない。

さらに、もう少し言わせていただくと、合併という話ありましたけれども、合併ということ

はこっちに置いといて、基礎自治体を任せていただいて 1年になりますけれども、本当にこう
いう1つ 1つ市民の生活に密着したサービス、これが殆ど行政の仕事になっている。おそらく
それが 9割がたそういう仕事になっている。その中でそれをまず果たしていく。だけど費用対
効果なり効率性というものを考えたときに、広域で連携をするなかでもって、もっと効果が出

るようなものがあるかもしれない、これは柔軟に考えてお互い助け合ってやっていく、こうい

うことも必要になってくるんだと思います。逆に、市町村合併を進めた結果、特に地方行った

場合、財政的な課題から中核都市の周辺の町村部が合併をせざるを得なくなって、しちゃった

結果、本当に周辺地域が全体的な行政の網からこぼれてしまって、サービスが行き届かない、

こうした課題というのは全国各地山積をしているというふうに私も承っております。それから

すると、やはり私はこの 17.58㎢という狭いまちが、この狭いまち 7300人の人口密度がある
ところに、128,500 名が住んでらっしゃる、ここの中できめ細かい行政サービスというものを
する、これが第一に私どもの座間市に与えられた使命であるし、義務であるというふうに思う

わけです。それをまず果たしながらさらに広域連携の中でもって、取り組んでいける課題につ

いては柔軟思考でやっていくということを含めてこの総合計画の中では、皆さんの期待に応え

るように考えていきたいとこういうふうに思っております。

今日は、本当に色々な角度から忌憚のないご意見、そして厳しいご指摘も頂戴しました。ぜ

ひ、これを参考にさせていただきながら、今後の取り組みにつなげてまいりたいというふうに

思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いしたいと思います。どうもありがとうございま

した。
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【コンサルタント】

それでは意見交換のほうはここでお開きにさせていただきまして、最後閉会の一言をお願い

いたします。

６． 閉会

皆さん今日は 7時から、まだまだ時間は足りないかと思いますが、予定しました時間がまい
りましたので、以上をもちまして地域別懇談会を閉じさせていただきたいと思います。大変あ

りがとうございました。


